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明
治
期
虚
子
俳
句

資
料
と
考
察

ー

l
l

「
日
盛
会
句
稿
」

に
関
連
し
て
｜
｜

本

英

井

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
高
浜
家
蔵
慶
応
義
塾
大
学
寄
託
資
料
の
中
か
ら
二
三
を
紹
介
む
つ
つ
、
明
治
四
十
一
年
夏
の
虚
子
俳
句
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
過
程
等
を
考
察
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
高
浜
家
蔵
慶
応
義
塾
大
学
寄
託
資
料
に
つ
い
て
梗
概
を
記
せ
ば
、
昭
和
四
十
九
年
七
月
、
鎌
倉
虚
子
庵
旧
蔵
に
な
る
虚
子

手
沢
本
約
五

O
O
点
が
、
高
浜
年
尾
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
慶
応
義
塾
へ
「
虚
子
文
庸
」
（
「
慶
応
義
塾
国
文
学
研
究
会
報
」
第
七
号
よ
り
目
録
掲
載
中
）
と
し
て

寄
贈
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
同
じ
く
高
浜
家
蔵
の
明
治
期
俳
句
会
稿
を
中
心
と
し
た
約
六
O
O
点
に
及
ぶ
資
料
が
寄
託
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
慶
応
義
塾
で
は

久
保
田
万
太
郎
記
念
資
金
の
協
力
を
得
て
森
武
之
助
・
星
野
（
清
崎
）
敏
郎
・
本
井
英
ら
が
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
。

ニ
、
資

料

本
稿
で
は
前
記
寄
託
資
料
中
よ
り
、
ー
「
目
盛
会
句
稿

E
「
虚
子
出
句
控
」
（
資
料
工
に
該
当
す
る
部
分
）
、

E
「
自
選
類
題
虚
子
句
集

第
一
四
分
」
、

草
稿
」
（
資
料
E
に
該
当
す
る
部
分
）
の
三
点
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
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I 

「
目
盛
会
句
稿

第
一
回
」

本
資
料
は
半
紙
袋
綴
、
表
紙
一
丁
本
文
一
七
丁
及
び
成
績
表
一
葉
を
紙
鮭

に
て
仮
綴
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
（
写
真
1
参
照
）
に
は
日
付
、
当
日
席

題
等
の
ほ
か
に
席
題
に
因
ん
だ
絵
が
描
か
れ
て
あ
る
が
、
筆
者
は
参
加
者
中

の
岡
本
癖
三
酔
か
と
思
わ
れ
る
。

本
文
は
前
後
二
部
に
分
か
た
れ
て
お
り
、
前
半
九
丁
は
清
記
稿
（
各
自
の

出
句
を
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
列
記
し
、
運
座
中
を
回
覧
さ
れ
各
参
加
者
の
選
句

に
供
せ
ら
れ
る
も
の
）
、
後
半
八
丁
は
各
参
加
者
の
選
句
稿
で
あ
る
。
ま
た

前
半
と
後
半
の
聞
に
は
四
三
三
字
詰
（
弘
×
日
）
原
稿
用
紙
一
葉
が
綴
込
ま

れ
て
い
て
、
当
日
句
会
の
成
績
表
が
記
さ
れ
て
い
る
。

日
付
は
明
治
四
十
一
年
八
月
一
日
、
場
所
は
不
明
（
虚
子
庵
あ
る
い
は
寒

菊
堂

l
松
浜
居
）
。
参
加
者
は
虚
子
・
東
洋
城
・
松
浜
・
蛇
勿
・
癖
三
酔

三
允
・
香
村
・
水
巴
の
八
名
。
出
句
合
計
九
四
句
（
各
自
平
均
一
一
句
強
と

な
り
、
同
数
出
句
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
）
。
選
句
合
計
六
八
句
（
水

巴
一
一
句
、
東
洋
城
九
旬
、
他
は
す
べ
て
八
句
を
選
ん
で
い
る
）
。
席
題
は

「
時
鳥
」
で
あ
る
。

凡
例
（
資
料
I
I
E
共
通
）

1 

漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
出
来
る
だ
け
改
め
ぬ
よ
う
心
が
け
た
が
、

二
三
現
行
の
も
の
に
改
め
た
も
の
も
あ
る
。

2 

仮
名
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。

3 

濁
点
及
び
振
り
仮
名
は
原
本
通
り
と
し
た
。

4 

以
下
の
考
察
の
便
を
考
え
て
資
料
中
の
各
句
に
1
・
2
・
3

（
資
料
I
）、

A
・
B
・
C
・
－
・
（
資
料
E
）
、
ィ
・
ロ
・
ハ
（
資
料
E
）

等
の
番
号
・
記
号
を
施
し
た
。

5 

資
料
I
清
記
稿
各
丁
に
は
回
覧
の
済
ん
だ
旨
を
表
わ
す
俳
号
略
記
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
省
い
た
。
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6 

資
料
I
清
記
稿
に

O
印
の
施
さ
れ
て
い
る
句
が
あ
る
が
、
選
句
さ
れ

た
点
数
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
で
省
か
ず
に
残
し
た
。
ま
た
そ
れ
ら

の
句
の
下
に
は
、
出
句
者
の
俳
号
あ
る
い
は
略
号
が
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
同
じ
く
残
し
た
。

7 

資
料
I
選
句
稿
の
各
句
に
は
出
句
者
名
を
示
す
朱
筆
が
あ
る
が
、
そ

れ
ら
は
略
号
の
ま
L

残
し
た
。

8 

資
料
工
選
句
稿
に
は
い
く
つ
か
の
抹
消
句
が
あ
る
が

そ
れ
ら
は
判

読
し
て
右
側
に
傍
線
を
施
し
抹
消
句
た
る
こ
と
を
示
し
た
。

9 

資
料
工
の
各
丁
右
あ
る
い
は
左
端
に
「
O
、
3
、
四
」
等
の
数
字
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
清
記
稿
の
順
番
を
示
す
も
の
と
考
え
て
残
し



た。

10 

資
料

E
の
各
句
は
「
考
察
」
で
述
べ
る
ご
と
く
字
体
の
大
小
が
あ
る

が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
写
真
2
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

て
資
料
の
翻
刻
に
際
し
て
は
配
慮
し
な
か
っ
た
。

11 

資
料

E
－

E
各
句
上
部
に
記
さ
れ
た
朱
点
等
に
つ
い
て
は

「
考
察
」

「
資
料
」
で
は
省
い

中
、
「
発
表
過
程
」
の
項
に
に
示
し
た
の
で

た。

（写真 1)

四
十

年
八
月
一
日

日
盛
会第

壱
会
々
稿時

鳥

L 色＝

θ
 時

鳥
竹
南
に
た
る
斗
名
を
惜
め

2 

祥
月
の
日
割
書
く
僧
や
時
鳥
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3 

釣
れ
盛
る
両
岸
の
人
や
時
鳥

4 

六
歌
仙
二
人
坊
主
や
時
鳥

5 

時
鳥
落
柿
舎
に
去
来
な
き
世
か
な

。。
6 

時
鳥
附
く
時
国
土
皆
活
き
た
り

虚
子

L 

lオ

7 

夜
の
戸
に
紫
陽
花
白
し
時
鳥

0 
8 

海
よ
り
も
ひ
く
き
城
市
や
時
鳥

癖
三
酔

9 

将
門
が
月
見
る
面
や
時
鳥

10 

時
鳥
青
桐
の
空
降
り
ぬ
ベ
し



0 
00 

19 18 17 11 

た
へ
ず
聞
く
地
虫
の
声
や
時
鳥

0 
12 

時
鳥
犬
引
て
土
手
を
あ
り
き
け
り

允
島2

1ウ

。
0 
13 

黄
金
の
宝
鐸
ゃ
あ
る
ほ
と
与
ぎ
す

虚

0 
14 

川
止
の
舟
つ
な
ぐ
岸
や
ほ
と
L
ぎ
す

允

0 
15 

時
鳥
草
加
泊
り
に
聞
き
に
け
り

允

16 

轍
お
ろ
す
音
も
更
け
た
り
時
鳥

大
蛇
の
限
火
の
如
赤
し
時
鳥

講
堂
を
出
て
は
く
沓
や
時
鳥

虚

人
込
に
足
ふ
ま
る
与
や
時
鳥

20 

小
火
消
え
て
戸
々
牒
入
る
様
や
時
鳥

0 
22 21 

捲
上
げ
し
簾
の
空
解
や
時
鳥

香

雨
乾
く
麻
の
匂
や
時
鳥

23 

悌
法
僧
は
知
ら
で
高
野
の
時
鳥

24 

夜
風
出
る
と
絢
子
の
戻
る
や
時
鳥

25 

時
鳥
深
山
ゆ
か
し
ゃ
温
泉
の
宿

υ 
00 

29 28 27 

L 

2オ

0 
26 

時
鳥
鳴
く
や
ラ
ム
プ
を
あ
か
る
く
す

允
島田

2ウ

⑨ 
長
谷
寺
の
廊
の
慶
さ
や
時
鳥

鮎
か
け
に
日
さ
斗
ぬ
渓
や
時
鳥

松

ホ
句
知
ら
ぬ
可
憐
な
妻
や
時
烏

30 

時
鳥
窓
を
開
ら
け
ば
燭
消
え
し

31 

鉄
橋
の
月
や
汽
車
過
ぎ
時
鳥

L 

3オ

- 4「

32 

聖
堂
の
一
番
の
碁
や
時
鳥

33 

時
鳥
枕
刀
に
灯
の
そ
よ
ぐ

0 
34 

宿
か
さ
ぬ
里
の
月
夜
や
時
鳥

水

0 
35 

時
鳥
宇
治
か
ら
奈
良
へ
飛
び
に
け
り

允

36 

海
門
の
将
旗
美
々
し
や
時
鳥

0 
37 

時
鳥
時
く
や
清
女
が
後
ろ
向
き

水
lb 

3ウ

四

0 
38 

艦
う
け
て
う
ね
り
長
さ
や
時
鳥

東



0 
39 

む
さ
し
野
に
人
住
め
る
灯
や
時
鳥

虚手水

40 

市
音
を
蹴
落
じ
暗
く
や
時
鳥

41 

渡
し
守
は
笠
や
は
著
探
ん
時
鳥

時
鳥
磯
打
つ
波
に
絶
聞
か
な

東

0 
42 43 

出
羽
様
の
著
り
語
ら
ん
時
鳥

44 

時
鳥
き
く
や
剥
製
の
時
鳥

0 
45 

山
の
井
を
夜
吸
ふ
僧
や
時
鳥

虚

0 00 
48 47 46 

的
の
灯
の
暁
白
し
時
鳥

森
に
住
む
小
鳥
ど
も
や
な
時
鳥

虚

荷
船
出
し
て
浪
高
き
夜
や
時
鳥

水

0 
49 

時
鳥
瑠
滴
な
る
空
の
火
雲
か
な

主白

50 

堤
行
く
は
寺
に
行
く
灯
か
時
鳥

⑤ 

00 
53 52 51 

時
鳥
待
つ
若
者
の
茶
番
か
な

水
軍
の
酒
を
煮
る
火
や
時
鳥

官自

時
鳥
不
死
の
薬
を
煉
る
夜
か
な

」－

4オ

0 
00 
60 59 

色2

4ウ

00 
00 00 0 
65 64 63 62 

00 00 
55 54 

歌
の
事
に
い
さ
か
ふ
公
卿
や
時
鳥

水

大
崩
れ
を
湧
く
雲
に
飛
ぷ
時
鳥

蛇
島田 L 

5ウ 5オ

⑥ 

0 
56 

ほ
と
と
ぎ
す
禁
酒
の
顔
に
月
明
し

香

58 57 

み
梯
の
夢
も
さ
ま
し
つ
時
鳥

今
一
度
引
締
め
る
帯
や
ほ
と
L
き
す

本
陣
に
槍
三
本
や
時
鳥

- 5ー

庭
先
に
塚
あ
る
宿
や
時
鳥

松
ヒ
ン

L 

6オ

0 
61 

鰻
掻
く
竿
の
長
さ
よ
時
鳥

癖

高
草
に
窓
明
り
す
や
時
鳥

香

難
船
の
絵
馬
の

E
濡
や
時
鳥

東

け
さ
降
る
は
虎
か
雨
と
よ
時
鳥

山
の
端
の
蹴
落
し
月
や
時
鳥

東
島E

6ウ



0 
00 

67 66 

乾
坤
に
く
だ
け
し
溝
や
時
鳥

，、
キ

時
鳥
明
け
残
り
た
る
雲
一
抹

0 
68 

時簸
鳥戦
大き
き湖
な見
水iゆ
泡ヲる

消時
え烏

け
り

蛇
勿

。。
71 70 69 

時
鳥
目
に
は
貴
般
の
鳥
居
哉

虚

群
盲
の
評
す
る
古
器
や
時
鳥

L 

7オ

72 

木
曽
紀
行
昼
時
鳥
き
っ
と
鳴
く

73 

灯
め
く
晴
聞
の
星
や
時
鳥

0 
74 

水
塞
の
旗
祭
す
や
ほ
と
ふ
き
す

，、、

キ

75 

時
鳥
賊
舵
逃
け
る
晴
間
哉

0 
76 

鶏
さ
へ
深
山
璃
に
ほ
と
L
き
す

虚

77 

時
鳥
ゲ
ソ
と
水
減
る
大
河
哉

⑦ 

ιコ

7ウ

0 
78 

陣
中
に
父
の
衷
に
ゐ
つ
時
鳥

東

79 

槙
の
下
は
河
前
は
山
時
鳥

0 
00 0 

88 87 86 
00 0 

82 81 80 

病
め
る
師
が
一
世
の
舞
や
時
鳥

時
鳥
門
た
が
へ
来
し
使
哉

薪
負
ふ
て
雲
ふ
み
下
る
時
鳥

83 

寸
渉
き
れ
ば
こ
と
つ
く
馬
や
時
鳥

＠ 

0 
84 

我
に
し
ば
し
宵
媒
ゆ
る
せ
や
時
鳥

0 
85 

時
鳥
火
山
の
舌
の
見
ゆ
る
哉

笠
島
や
果
て
な
き
月
の
時
鳥

時
鳥
春
日
の
鹿
の
牒
ぽ
け
月

ほ
と
t
A

ぎ
す
我
立
柚
を
湖
に

0 
90 89 

ほ疎
と林
ふ出

山栓ぎる
宿すす水

天車
メの
の月
真や
杉時
の 鳥

命

哉

水香
L 

8オ

＠ 

I!= 

8ウ

松

,_ Q 「

蛇水虚す東
L 

9オ

東



0 
00 00 
94 93 92 91 

行
燈
破
れ
灯
の
舌
見
ゆ
る
時
鳥

水
守
る
い
く
さ
心
や
ほ
と
t

ふ
ぎ
す

鍬
ダ
コ
を
削
る
薄
刃
や
時
鳥

細
い
川
の
長
い
筏
や
ほ
と
ふ
ぎ
す

選

句

者

名

名）者句出

松水

京語手
色2

9ウ

八｜七

虚
子
選

52 

蛇

水
軍
の
酒
を
煮
る
火
や
ほ
と
ネ
ざ
す

56 

ほ
と
h

ふ
ぎ
す
禁
酒
の
顔
に
月
明
し

香

60 

庭
先
に
塚
あ
る
宿
や
ほ
と
ふ
ぎ
す

松

65 

山
の
端
の
蹴
落
し
月
や
時
鳥

東

66 

乾
坤
に
く
だ
け
し
濡
や
時
鳥

癖
L 

10オ

87 

時
鳥
春
日
の
鹿
の
牒
ぼ
け
月

- 7一

東

8 

海
よ
り
も
ひ
く
き
城
市
や
時
鳥

癖

28 

鮎
か
け
に
日
さ
斗
ぬ
渓
や
時
鳥

松
巴＝

10ウ

三
允
せ
ん

70 

時
鳥
目
に
は
貴
般
の
鳥
居
か
な

虚

81 

時
鳥
門
た
が
へ
来
し
使
か
な

香

82 

蒔
負
ふ
て
雲
ふ
み
下
る
時
鳥

85 

蛇

時
鳥
火
山
の
舌
の
見
ゆ
る
か
な

87 

時
鳥
春
日
の
鹿
の
麻
ぼ
け
月

疎
林
出
る
水
車
の
月
や
時
鳥

東

89 



6 

時
鳥
鳴
く
時
国
土
皆
活
き
た
り

虚
L 

11オ

18 

講
堂
を
出
て
は
く
沓
や
時
鳥

虚

47 

森
に
住
む
小
鳥
ど
も
や
な
時
鳥

虚

48 

荷
船
出
し
て
浪
高
き
夜
や
時
鳥

水
6 

11ウ

香
村
選

60 

庭
先
に
塚
あ
る
宿
や
時
鳥

松

65 

山
の
端
の
蹴
落
し
月
や
時
鳥

東

87 

時
鳥
春
日
の
鹿
の
媒
ぼ
け
月

東

94 

細
い
川
の
長
い
筏
や
ほ
と
子
き
す

癖

12 

時
鳥
犬
ひ
き
て
土
手
を
あ
り
き
け
り

18 

講
堂
を
出
て
穿
く
沓
や
時
鳥

虚

49 

時
鳥
ル
リ
な
る
空
の
火
雲
哉

!I!'~ 

49 

艦
う
け
て
う
ね
り
長
さ
や
時
鳥

東
巴＝ L 

12ウ 12オ

癖
三
酔

92 

水
守
る
い
く
さ
心
や
ほ
と
斗
き
す

東

55 89 

疎
林
出
る
水
車
の
月
や
時
鳥

東

大
崩
れ
を
湧
く
雲
に
飛
ふ
時
鳥

蛇

60 

庭
先
に
塚
あ
る
宿
や
ほ
と
t
A

き
す

松

63 

難
船
の
絵
馬
の
巨
濡
や
時
鳥

東
L 

13オ

68 

蛇

厳
そ
よ
き
湖
見
ゆ
る
時
鳥

- 8ー

81 80 

病
め
る
師
が
一
生
の
舞
や
時
鳥

水

時
鳥
門
た
か
へ
来
し
使
哉

香
色＝

13ウ

55 

大
崩
れ
を
湧
く
雲
に
飛
ふ
時
鳥

蛇

52 

水
軍
の
酒
を
煮
る
火
や
時
鳥

蛇

54 

歌
の
事
に
い
さ
か
ふ
公
卿
や
時
鳥

森
に
住
む
小
鳥
ど
も
や
な
時
鳥

虚 水

47 45 

山
の
井
を
夜
吸
ふ
僧
や
時
鳥

虚

34 

宿
か
さ
ぬ
里
の
月
夜
や
時
鳥

水



28 

鮎
か
け
に
日
さ
t
A

ぬ
渓
や
時
鳥

松
L 

14オ

61 

鰻
掻
く
竿
の
長
さ
よ
時
鳥

56 

時
鳥
禁
酒
の
顔
に
月
明
し

66 

乾
坤
に
砕
け
し
波
や
時
鳥

細
い
川
の
長
い
筏
や
時
鳥

癖 癖

94 85 

時
鳥
火
山
の
舌
の
見
ゆ
る
哉

東
洋
城
セ
ン

6 

14ウ

松
潰
選

63 

難
船
の
絵
馬
の

E
濡
や
時
鳥

東

65 

山
の
端
の
蹴
落
し
月
や
ほ
と
斗
き
す

東

54 

歌
の
事
に
い
さ
か
ふ
公
卿
や
時
鳥

む
さ
し
の
に
人
住
め
る
灯
や
時
鳥

水 水

39 37 

水

時
鳥
な
く
や
清
女
が
う
し
ろ
む
き

6 

時
鳥
な
く
時
国
土
皆
活
き
た
り

虚
色＝

15オ

52 

水
軍
の
酒
を
煮
る
火
や
時
鳥

66 

癖

乾
坤
に
く
だ
け
し
議
や
時
鳥

76 

鳴
さ
へ
深
山
璃
に
ほ
と
t
A

き
す

虚

85 

ほ
と
t
A

き
す
火
山
の
舌
の
見
ゆ
る
か
な

島田

15ウ

56 

高ほ
草と
に斗
窓？ぎ
明3す
り禁
す酒
やの
時顔
鳥に

月
明
し

香

62 65 

山
の
端
の
蹴
落
し
月
や
時
鳥

東

71 

群
盲
の
評
す
る
古
器
や
時
鳥

27 

木
曽
紀
行
昼
時
鳥
き
っ
と
な
く

- 9一

78 

陣
中
の
父
の
衷
に
ゐ
つ
時
鳥

東

78 

水

笠
鳥
や
果
て
な
き
月
の
時
鳥

L 

16オ

92 

水
守
る
い
く
さ
心
や
時
鳥

94 

細
い
川
の
長
い
筏
や
時
鳥

将
門
が
月
見
る
面
や
時
鳥

癖

9 14 

川
止
め
の
舟
つ
な
ぐ
岸
や
時
鳥

21 

捲
き
上
し
簾
の
空
解
や
時
鳥

香

28 

鮎
か
け
に
日
さ
斗
ぬ
渓
や
時
鳥

松



蛇
勿
妄
選

水
巴
選

61 

鰻
か
く
竿
の
長
さ
よ
時
鳥

70 

時
鳥
自
に
は
貴
般
の
鳥
居
か
な

74 

水
塞
の
旗
祭
す
や
時
鳥

92 

水
守
る
い
く
さ
心
や
時
鳥

我
に
し
ば
し
脊
牒
ゆ
る
せ
や
時
鳥

84 13 

黄
金
の
宝
鐸
ゃ
あ
る
時
鳥

15 

時
鳥
草
加
泊
り
に
き
ふ
に
け
り

18 

講
堂
を
出
て
は
く
沓
や
時
鳥

26 

時
鳥
な
く
や
ラ
ン
プ
を
明
る
く
す

35 

時
鳥
宇
治
か
ら
奈
良
へ
と
ひ
に
け
り

42 

時
鳥
磯
打
つ
浪
に
絶
聞
か
な

写
真
注
、
表
紙
図
案
は
＠
の
句
に
よ
る
か
。

癖虚鱗JM 松虚虚ト胤

注
1
・
2
は
ベ
ン
書
き
、
後
に
施
さ
れ
た
も
の
か
。

巴n

16ウ

注
3
、
（
山
宿
）
と
し
て
一
句
の
上
部
に
記
さ
れ
て
い
た
が
、
詞
書

と
考
え
て
行
を
改
め
た
。

JI 

虚
子
出
句
控

L 

17オ

本
資
料
は
半
紙
袋
綴
、
表
紙
一
丁
本
文
八
二
丁
（
内
六
丁
は
原
稿
用
紙
、

ま
た
末
尾
四
丁
は
上
半
の
み
存
し
、
下
半
は
損
失
し
て
現
存
し
な
い
）
よ
り

な
る
も
の
で
、
表
紙
に
「
四
十
一
年
自
春
」
と
墨
書
さ
れ
、
右
脇
に
ぺ
ン
書

至
秋

き
に
て
「
四
O
年
交
る
」
と
注
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
考
察
す
る
如

く
、
俳
句
会
に
出
席
し
た
虚
子
が
、
当
日
の
席
題
に
従
っ
て
句
を
案
じ
、
そ

の
順
に
筆
記
且
つ
推
稿
し
た
様
子
が
一
目
瞭
然
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下

「
時
鳥
」
の
題
の
も
と
に
記
さ
れ
、
資
料
I
の
句
会
稿
に
該
当
す
る
部
分
即

ち
卜
五
丁
の
表
裏
を
翻
刻
す
る
。

6 

17ウ

-lO -



（写真 2)

A 

ほ
と
斗

き
す
鳴
く 」ー＼

時て
J 草草
国木木
土皆国
皆活土
活き哉
きた
7こり
り

B 

伽
藍
よ
り
杉
の
高
さ
や
ほ
と
ふ
ぎ
す

c 

叡
山
を
湖
水
に
落
ち
ぬ
ほ
と
k
A

ぎ
す

D 

ほ
と
ふ
き
す
我
立
柏
を
湖
に

E 

石
段
の
苔
ふ
む
沓
や
ほ
と
t

ふ
ぎ
す

F 

ほ講
と堂
与を
き出
すて
天 は
のく
真沓
杉や
のほ
ゐ；と
土L卜斗

削ぎ

す

- 11 -

G 

し－

15オ

1I 

黄
金
の
宝
鐸
ゃ
あ
る
ほ
と
斗
ぎ
す

ほ
と
t
A

き
す
鷺
よ
り
も
多
き
哉

J 

烏
さ
へ

l
ー
深
山
か
ら
す
に
｜
｜

K 

此
山
や
鴻
は
ま
れ
に
ほ
と
L

ふ
ぎ
す

L 

三
宝
の
書
を
み
し
る
鳥
や
郭
公

M 

森
に
ゐ
し
小
鳥
と
も
や
な
ほ
と
L
ぎ
す

住
む

N 

ほ
と
k
A

ぎ
す
目
に
は
貴
船
の
鳥
居
哉



。
山
の
井
を
夜
吸
ふ
僧
や
ほ
と
ふ
ぎ
す

p 

ほ
と
t
A

き
す
冷
た
き
井
戸
に
僧
集
ふ

／
山
の
井
に
僧
集
ふ
か
な

Q 

ほ
と
L
き
す
星
ま
た
ふ
い
て
風
菩
ふ

あ
き
ら
か
に
森
黒
し

R 

市
音
を
蹴
落
し
な
く
や
ほ
と
斗
ぎ
す

s 

闇
中
に
動
く
天
地
や
ほ
と
t

ふ
ぎ
す

島＝

15ウ

E
 
「
由
選
類
題
虚
子
句
集
」
草
稿

本
資
料
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
第
一
七
巻
四
号

行
）
の
附
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
「
酎
類
題
虚
子
句
集
」
の
草
稿
と
思
わ
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
袋
綴
半
紙
本
一
九
冊
か
ら
な
る
。
以
下
朱
書
に
よ
る
表

紙
題
号
な
ら
び
に
本
文
丁
数
を
記
せ
ば
、

（
大
正
三
年
一
月
一
日
発

「
新
年
之
部
」
一
四
丁
。
「
春
（
時
候
）
」
二
二
了
。
「
春
（
天
文
）
」
二
五
了
。

「
春
（
地
理
）
」
二
ニ
了
。
「
春
（
人
事
）
」
三
三
了
。
「
春
（
動
物
）
」
一
二
O

了
。
「
春
（
植
物
）
」
五
五
了
。
「
夏
（
時
候
）
」
一
九
丁
。
「
夏
（
天
文
）
」
二

二
了
。
「
夏
（
地
理
ご
一
七
了
。
「
夏
（
人
事
）
」
四
五
了
。
「
夏
（
動
物
）
」

三
O
了
。
「
夏
（
植
物
ご
四
三
了
。
「
秋
（
時
候
・
天
文
・
地
理
）
」
六
八
丁

「
秋
（
人
事
）
」
二
四
丁
。
「
秋
（
動
物
）
」
一
一
一
一
一
丁
。
「
秋
（
植
物
）
」
五
二

了
。
「
冬
（
時
候
・
天
文
・
地
理
）
」
四
五
丁
。
「
冬
（
人
事
・
動
物
・
植

物
ご
七
二
了
。

と
な
る
。

「
酎
類
題
虚
子
句
集
」
に
つ
い
て
虚
子
は
「
『
虚
子
句
集
』
は
ム
ユ
度
目

を
通
せ
ば
半
分
に
で
も
三
分
の
一
に
で
も
減
ら
せ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私

は
態
々
日
を
通
さ
な
い
で
上
に
O
印
を
つ
け
た
奴
を
其
偉
人
に
謄
写
し
て
も

ら
っ
て
一
旬
を
も
増
減
せ
ず
載
せ
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
私
は
頻
り
に
自

- 12ー

分
の
句
を
抹
殺
し
／
＼
し
て
大
事
を
取
る
や
う
な
さ
う
い
ふ
真
似
は
出
来
な

い
男
で
あ
り
ま
し
て
、
善
悪
共
に
さ
ら
け
出
す
主
義
で
あ
り
ま
す
。
私
は
自

ら
此
の
う
ち
に
自
分
の
真
面
目
を
見
出
し
得
る
こ
と
斗
信
じ
て
居
り
ま
す
。

唯
除
り
多
く
な
る
の
を
恐
れ
ま
し
た
か
ら
明
治
二
十
六
七
年
の
最
初
の
句
作

か
ら
四
十
一
年
迄
に
止
め
て
置
き
ま
し
た
。
唯
草
稿
を
輯
め
る
こ
と
が
不
完

全
で
し
た
か
ら
随
分
遺
漏
は
あ
る
こ
と
え
考
へ
ま
す
。
諸
君
に
於
て
御
気
の

っ
か
れ
た
脱
漏
の
句
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
面
倒
で
す
が
、
御
教
示
を
煩
し
度

う
存
じ
ま
す
」
、
「
：
：
：
併
し
虚
子
句
集
は
あ
れ
で
も
二
十
年
近
い
私
の
労
作

の
報
告
な
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
い
か
に
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
今

回
は
こ
れ
だ
け
で
満
足
し
て
い
た
X
き
度
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
」
（
ホ
ト



ト
ギ
ス
一
七
巻
四
号
「
讃
者
諸
君
」
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
明
治
四
十
一
年
、

俳
書
堂
か
ら
上
梓
さ
れ
た
「
稿
虚
子
句
集
」
が
今
村
一
声
の
編
に
な
る
も
の

本

で
あ
っ
た
の
に
対
し
本
書
に
「
自
選
」
と
銘
う
っ
て
い
る
点
と
も
考
え
合
せ

て
、
虚
子
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
自
信
の
ほ
ど
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
草
稿
本
中
資
料
I
及
び

E
に
該
当
す
る
部
分
即
ち
「
夏

（
六
冊
の
内
）
動
物
」
の
ニ
九
丁
表
及
び
裏
の
一
部
を
翻
刻
す
る
。
イ
ロ
ハ

・
：
の
記
号
の
上
に
付
さ
れ
た

O
印
は
、
原
本
で
は
朱
に
て
施
さ
れ
た
も
の
で

自

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
選
類
題
虚
子
句
集
」
二
九
頁
上
段
。
「
時
鳥
」
の
項
、

六
句
目
か
ら
十
一
句
目
と
順
序
共
に
一
致
す
る
（
ハ
・
リ
「
ほ
と
斗
き
す
」

を
「
ほ
と
斗
ぎ
す
」
。
ト
「
時
鳥
」
を
「
ほ
と
ふ
ぎ
す
」
。
チ
「
哉
」
を
「
か

な
」
等
の
改
訂
は
な
さ
れ
て
い
る
）
。

イ

時
鳥
暗
く
と
き
国
土
皆
活
き
た
り

四

。
ロ

時
鳥
我
立
柚
を
湖
に

II 

三
、
考

察

目
盛
会

。
／、

講
堂
を
出
て
は
く
沓
や
ほ
と
与
一
ぎ
す

時
鳥
天
メ
の
真
杉
の
命
哉

II II II ／／ II ／／ ／／ ／／ 

L 

29オ

- 13ー

ーーホ

黄
金
の
宝
鐸
ゃ
あ
る
ほ
と
h

ふ
ぎ
す

四
II 

島＝

29ウ

日
盛
会
と
は
明
治
四
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
に
至
る
一
ヶ
月
間
、
ほ
ぼ
毎
日
（
八
月
十
四
日
に
は
「
蕪
む
し
会
」
な
る
俳
句
会
が
催
さ
れ
て
お

〆＼

此
山
や
鴻
は
ま
れ
に
ほ
と
斗
き
す

森
に
す
む
小
鳥
ど
も
や
な
時
鳥

0 
ト

O
チ

ほ
と
斗
き
す
自
に
は
貴
船
の
鳥
居
哉

。
山
の
井
を
夜
吸
ふ
僧
や
ほ
と
L
A

き
す

ヌ

ほ
と
斗
き
す
星
あ
き
ら
か
に
森
黒
し

0 
Jレ

市
音
を
蹴
落
し
附
く
や
時
鳥

ヲ

闇
中
に
動
く
天
地
や
時
鳥

（
以
下
略
）



り
、
日
盛
会
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
麹
町
区
富
士
見
町
な
る
虚
子
庵
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
発
行
所
）
及
び
そ
の
隣
家
な
る
寒
菊
堂
（
岡
本
松
浜
居
）
に

て
催
さ
れ
た
俳
句
会
の
名
称
で
あ
る
が
、
そ
の
句
稿
の
抄
録
（
五
五
句
）
を
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
一
二
巻
一
号
（
明
治
四
十
一
年
十
月
一
日
発
行
）
附
録
に
掲
載

す
る
に
際
し
て
「
俳
譜
散
心
」
な
る
題
号
を
与
え
た
こ
と
か
ら
「
俳
譜
散
心
」
あ
る
い
は
「
第
二
次
俳
譜
散
心
」
（
大
野
林
火
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
外
俳
壇
史
」
等
）

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
『
年
代
順
虚
子
俳
句
全
集
』
第
二
巻
（
昭
和
十
五
年
六
月

「
俳
譜
散
心
『
日
盛
会
』
」
と
い
う
扱
い
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
虚
子
は
「
俳
譜
散
心
」
の
中
の
一
つ
と
し
て
の
「
日
盛
会
」
と
考
え
て
い
た
こ
と

新
潮
社
）
で
は
、
明
治
四
十
一
年
目
次
の
項
で
「
日
盛
会
」
、
本
文
で
は

が
分
る
。
因
に
所
謂
「
俳
譜
散
心
（
第
一
次
俳
譜
散
心
）
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
虚
子
自
身
も
言
う
如
く
「
碧
梧
桐
の
俳
三
昧
に
対
抗
し

て
」
（
『
俳
句
の
五
十
年
』
）
、
明
治
三
十
九
年
三
月
十
九
日
か
ら
翌
四
十
年
一
月
二
十
八
日
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
毎
週
一
回
合
計
四
一
回
催
さ
れ
た
も
の
で
、
月
曜

日
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
「
月
曜
会
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
ま
た
第
一
回
目
の
席
題
が
「
草
芳
し
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
謄
写
版
制
の
高
点
句
集
を
『
芳
草
集
』

と
題
し
て
い
る
。
こ
の
「
俳
譜
散
心
」
に
つ
い
て
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
一
一
巻
一
号
（
明
治
四
十
年
十
月
一
日
発
行
）
に
抄
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

以下に『年代順虚子俳句全集』第二巻及び高浜家蔵慶応義塾大学寄託資料等より知り得る「日盛会」の概要について表として示す。

/¥ 日
月

七 ー／、H・ 五 四 一 一一
日 日 日 日 日 日 日 付

一
虚 寒 虚 寒 虚 場

子 菊 子 菊 子

庵 堂 庵 堂 庵 所

一
夏 iL~ 虫 撫 時 席

の 尊 蝿

海 太 干 子 烏 題

一

虚子 虚子 虚子 虚子 虚子 虚子 虚子

東洋誠 東城洋 東城洋 東城洋 東域洋 東域洋 東城洋

松浜 松浜 松浜 松浜 浜松 松浜 浜松

参

勿蛇 勿蛇 勿蛇 勿蛇 蛇甥 蛇勿 蛇妨

癖 癖 癖 癖 癖 癖 癖

酔 酔 酔 酔 酔 酔 酔 加

允
知臼 雪鳴

江庵戸
上以

允 允
五

知白 月韓 上以
句出

名 以上 村香
者

名

ー／」~

上以 以上
の 名 水巴み

七名
七
名 上以 上以

:A ；＼、

名 名
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廿四
廿 廿 廿 十九

十 十 十 十 十・ 十 十 十
一一 廿 八． 七 1、－ 五 四 十 九 ；＼、

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

一一 一
寒 虚 虚 寒 虚

菊 子 子 菊 子

堂 庵 庵 堂 庵

一一 喜一一 当一一 一
秋 墓 仲 秋 し 冷 草 行 蕪~日I I 百紅8 

は 金 羽 タ 日

の の踊 霧
は

亀 抜

風 参 秋 山

;1~1; 
木き 虫 鳥 立 盛

一一 ~ 

虚子 虚子 虚子 虚子 虚子 虚子 の 虚子 虚子 虚子 虚子 虚子 虚子

tま
為中

一一 癖
東洋城

癖か 癖 I刀手； 東洋 東洋 東洋
』ま 東 東

允ほ
・一ー・ 。 か 洋 洋

酔 酔 酔 tま 城 城 城
。

城 城

か。 ほ か •I 蛇

眉月 蝶衣 か。 蝶衣 。 松浜甥・ 松浜 松浜
ほ

松浜 松浜台、

』ま ほi tま 癖
台、 力、 台、

勿蛇 三酔 勿蛇 勿蛇 蛇甥 勿蛇

癖三 癖 癖 癖 癖
三允
酔・ 酔 酔 酔 酔

三眉月
眉月 眉月 知臼

允・ 允
・－

村香
樹

上以 上以 上以 知白

上以
」ノ、ー －；－、ー・ －；－、－ 

一 名 名 名
以上

樹
七名

眉月
七名

句出

の
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:Jtt 廿九
廿 廿 廿 廿

7日tt 八． 七 －ノ~ 五
日 日 日 日 日 日

意君
初 朝

月
し し

芋 亀

汐 顔

一 一

虚子 虚子 虚子 虚子 虚子

村香
東洋域

癖 癖
衣蝶

tま 酔 酔 tま
台、 』ま 』ま か。

癖 か。か。

酔
ほ

か。

表
中
参
加
者
名
を
通
覧
す
る
と
き
、
虚
子
・
東
洋
城
・
松
浜
・
癖
三
酔
・
蛇
勿
の
出
席
率
が
す
こ
ぶ
る
良
い
こ
と
が
判
る
。
ま
た
蛇
勿
の
証
言

（
『
対
談
近

-16 -

代
俳
句
』
桜
楓
社
）
に
よ
れ
ば
、
あ
る
程
度
「
人
を
制
限
し
て
」
催
さ
れ
た
ら
し
い
。
真
夏
の
極
暑
の
日
々
を
同
じ
よ
う
な
顔
ぶ
れ
で
一
ヶ
月
も
の
長
い
間
毎

日
開
催
さ
れ
た
目
的
は
何
処
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
第
一
次
俳
譜
散
心
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
記
の
如
く
「
碧
梧
桐
の
俳
三
昧
に
対
抗
し
て
」
と
い
う

こ
と
か
ら
ホ
ト
ト
ギ
ス
内
の
所
謂
虚
子
派
が
糾
合
し
て
催
さ
れ
た
訳
で
あ
っ
た
が
、
盟
主
と
目
さ
れ
る
虚
子
が
こ
の
明
治
四
十
一
年
夏
の
段
階
で
果
し
て
ど
の

程
度
俳
句
あ
る
い
は
俳
壇
へ
の
情
熱
を
持
っ
て
い
た
か
、
そ
れ
は
や
や
疑
わ
し
い
。
明
治
四
十
年
三
月
に
初
め
て
の
小
説
『
風
流
機
法
』
を
書
き
、
つ
づ
け
さ

ま
に
『
斑
鳩
物
語
』
、
『
大
内
旅
宿
』
と
発
表
し
、
翌
四
十
一
年
一
月
に
有
名
な
瀬
石
の
序
文
を
得
た
小
説
集
『
鶏
頭
』
を
上
梓
し
て
小
説
家
と
し
て
の
自
信
を

得
つ
つ
あ
っ
た
虚
子
に
と
っ
て
、
最
早
俳
句
あ
る
い
は
俳
壇
に
対
し
て
未
練
は
無
か
っ
た
に
違
い
な
い
、
蛇
勿
の
証
言
に
よ
れ
ば
日
盛
会
最
終
日
の
八
月
三
十

一
日
に
は
虚
子
の
俳
壇
引
退
・
小
説
専
心
が
宣
言
さ
れ
た
訳
だ
が
、
だ
と
す
れ
ば
日
盛
会
開
催
の
目
的
も
そ
の
点
と
深
く
関
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結

論
め
い
た
こ
と
を
述
べ
れ
ば
、
日
盛
会
開
催
の
目
的
は
東
洋
域
以
下
虚
子
無
き
後
の
所
調
虚
子
派
俳
檀
を
担
う
べ
き
作
家
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た

の
か
。
小
説
に
専
心
す
る
こ
と
に
な
っ
た
虚
子
は
明
治
四
十
一
年
十
月
、
国
民
新
聞
文
芸
部
創
立
に
あ
た
っ
て
部
長
と
し
て
赴
き
、
そ
の
虚
子
に
代
っ
て
東
洋

城
が
国
民
俳
壇
選
者
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
碧
梧
桐
一
派
の
新
傾
向
に
対
し
て
伝
統
派
の
孤
塁
を
守
る
こ
と
に
な
る
。
東
洋
城
に
か
ぎ
っ
て
言
う
な
ら
ば
選
者
と



し
て
一
人
立
ち
し
て
行
く
為
の
最
後
の
鍛
錬
の
場
が
日
盛
会
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
勿
論
未
解
決
の
問
題
も
多
い
。

例
え
ば
碧
梧
桐

の
『
続
春
夏
秋
冬
』
に
対
抗
し
て
東
洋
城
が
選
ん
だ
『
新
春
夏
秋
冬
』
（
明
治
四
十
一
年
六
月
刊
）
に
対
す
る
虚
子
の
不
満
（
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

二
巻
一
一
号

『
新
春
夏
秋
冬
を
読
む
』
）
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
於
て
十
月
か
ら
（
翌
四
十
二
年
七
月
ま
で
）
始
め
ら
れ
た
虚
子
選
雑
詠
欄
の
設
立
、
等
々
。
ま
た
東
洋
城
以

外
の
参
加
者
に
つ
い
て
の
細
か
な
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
日
盛
会
開
催
の
目
的
に
つ
い
て
は
未
だ
結
論
を
述
べ
る
段
階
に
到
ら
な
い
訳
だ
が
、
本
稿

で
は
日
盛
会
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
考
え
ら
れ
る
指
摘
を
以
上
試
み
た
。

次
に
「
日
盛
会

第
一
回
」
句
稿
（
資
料
I
）
と
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
誌
上
の
抄
録
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
前
記
の
如
く
「
日
盛
会
」
に
つ
い
て
は
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
一
一
一
巻
一
号
（
明
治
四
十
一
年
十
月
一
日
発
行
）
に
、
そ
の
抄
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
訳
だ
が
、
第
一
回
に
つ
い
て
は

⑩ 

乾
坤
に
砕
け
し
議
や
時
鳥

癖
三
酔

＠ 

難
船
の
絵
馬
の

E
濡
や
時
鳥

東
洋
城
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＠ 

山
の
井
を
夜
吸
ふ
僧
や
時
鳥

虚
子

の
三
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
各
句
に
施
し
た
番
号
は
資
料
I
中
の
連
番
（
筆
者
の
施
し
た
も
の
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
俳
句
会
で
賛
成
者
の
多

か
っ
た
句
（
所
調
高
点
句
）
と
い
う
の
で
は
な
い
。
試
み
に
俳
句
会
で
四
点
、
三
点
を
得
た
句
を
左
に
掲
げ
る
な
ら

四
点

＠ 

山
の
端
の
蹴
落
し
月
や
時
鳥

東
洋
城

点
⑮ 

講
堂
を
出
て
は
く
沓
や
時
鳥

虚
子

＠ 

鮎
か
け
に
日
さ
斗
ぬ
渓
や
時
鳥

松
浜

＠ 

庭
先
に
塚
あ
る
宿
や
時
鳥

松
浜

＠ 

乾
坤
に
く
だ
け
し
濡
や
時
鳥

癖
三
酔



＠ 

時
鳥
春
日
の
鹿
の
蝶
ぼ
け
月

東
洋
城

細
い
川
の
長
い
筏
や
ほ
と
L
ぎ
す

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
前
掲
三
句
の
う
ち
、
高
点
句
と
い
う
こ
と
か
ら
は
⑩
の
句
の
み
が
該
当
す
る
に
過
ぎ
ず
、
＠
の
句
は
癖
三
酔
、
松
浜
の
二
名
が

賛
成
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
し
、
＠
の
句
は
東
洋
城
一
人
の
み
が
賛
成
し
て
い
る
句
で
あ
る
。
ま
た
必
ず
し
も
虚
子
が
句
会
で
選
ん
だ
句
と
い
う
の
で
も
な

い
。
＠
の
句
は
虚
子
自
身
の
句
で
あ
る
か
ら
別
と
し
て
も
、
⑮
の
句
に
つ
い
て
虚
子
は
点
を
入
れ
て
い
な
い
。
選
句
の
眼
と
い
う
も
の
は
、
俳
句
会
に
於
け
る

＠ 

癖
三
酔

場
合
と
雑
誌
に
掲
載
す
る
場
合
と
で
は
自
ず
か
ら
異
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
抄
録
の
句
か
ら
の
み
「
日
盛
会
」
を
論
ず
る
の
は
危
険
で
あ

る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
の
で
あ
る
。

虚
子
の
作
句
過
程

資
料
E
は
虚
子
が
「
日
盛
会

第
一
回
」
に
出
句
す
る
に
あ
た
っ
て
、
予
め
そ
の
作
句
を
記
し
た
も
の
と
断
定
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
例
え
ば
M
の
句
（
資
料
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E
・
写
真
2
参
照
）
は
初
案
で
は
「
ゐ
し
」
と
あ
っ
た
部
分
を
後
に
「
住
む
」
と
改
作
さ
れ
て
い
て
、
句
会
稿
（
清
記
）
に
は
「
住
む
」
（
＠
）
形
で
記
さ
れ

て
い
る
点
、

A
の
句
は
「
鳴
く
時
草
木
皆
活
き
た
り
」
が
初
案
で
あ
っ
た
の
に
句
会
稿
で
は
改
作
の
形
「
国
土
皆
活
き
た
り
」
（
⑥
）
と
記
さ
れ
て
い
る
点
等

々
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
に
資
料
E
が
記
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
（
即
ち
虚
子
の
作
句
・
推
稿
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
い
）
に
つ
い
て
、
も
と
よ
り
推
察
の
域
を
出
ぬ
も
の
に

は
ち
が
い
な
い
が
、
考
察
を
試
み
る
。

ま
ず
、
字
体
の
大
き
さ
等
か
ら
考
え
る
と
き
、
通
常
、
罫
の
無
い
半
紙
の
よ
う
な
も
の
一
葉
に
未
定
数
の
句
を
書
き
連
ら
ね
て
行
く
場
合
、
あ
る
程
度
の
句

数
を
越
え
て
か
ら
は
残
余
の
紙
幅
を
考
慮
し
て
字
体
は
次
第
に
小
さ
く
な
っ
て
行
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
も
し
半
紙
の
左
端
に
至
っ
て
も
、
未
だ
書
き
記

す
べ
き
句
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
比
較
的
行
聞
に
ゆ
と
り
の
あ
る
部
分
を
捜
し
て
、
そ
こ
へ
小
さ
な
字
体
で
書
き
込
ん
で
行
く
の
が
自
然
で
あ
る
。
さ
て
本
資

料
の
場
合
は
、

B
・
C
－

D
h
E
・
F
・
K
・
L
・
M
の
各
句
は
比
較
的
大
き
な
字
体
で
伸
び
伸
び
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

A
・
G
－

H
・
I
－

N
・



p
・
Q
・
R
・
S
の
各
句
は
や
や
小
さ
い
字
体
で
記
さ
れ
、

J
・
Q
の
二
句
に
至
っ
て
は
非
常
に
小
さ
な
字
体
で
、
な
ん
と
か
書
き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
た

様
子
で
あ
る
。
特
に
J
の
句
「
深
山
か
ら
す
に

1
1」
の
「
1
1」
の
部
分
は
本
来
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
記
す
べ
き
処
を
、
あ
ま
り
に
狭
い
行
聞
に
記
そ
う
と

し
た
為
の
略
記
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
資
料
の
筆
記
順
序
に
つ
い
て
原
則
的
に
次
の
如
く
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
全
一
九
句
（
改
案
・
傍
案

は
『
応
ま
と
め
て
考
え
る
）
は
字
体
の
大
き
さ
か
ら
考
え
て
、
大
凡
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
ら
は
字
体
の
大
き
い
も
の
か
ら
小
さ
い

も
の
へ
と
記
さ
れ
た
。
ま
た
同
一
グ
ル
ー
プ
内
で
は
、
よ
り
右
に
位
置
す
る
句
が
筆
記
に
あ
た
っ
て
先
行
し
た
（
A
及
び
G
・
H
・
I
－

J
の
各
句
に
つ
い
て

は
例
外

1
l後
述
｜
｜
）
。
と
す
れ
ば
、
本
資
料
に
於
て
ま
ず
は

B
・
C
・
D
－

E
・
F
の
順
で
句
が
案
じ
ら
れ
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
く
る
訳
で
あ
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
各
句
の
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
句
作
の
脈
絡
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

B
の
旬
は
「
伽
藍
」
と
言
う
か
ら
に
は
、
あ
る
程
度
以
上
の
規
模
の
寺
院
と
、
「
伽
藍
」
を
圧
す
る
如
く
生
い
茂
る
「
杉
」
木
立
を
想
起
し
、

そ
の
空
を
駆

け
る
「
ほ
と
主
ぎ
す
」
を
点
出
し
た
句
で
あ
る
。
こ
の
句
か
ら
だ
け
で
は
虚
子
の
脳
裡
に
、
具
体
的
に
い
か
な
る
場
所
が
思
い
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た
か
知
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
次
の

C
の
句
に
目
を
移
す
と
き
、
そ
れ
は
比
叡
山
延
暦
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
虚
子
は
前
年
の
明
治
四
十
年
三
月
、
約
一
週

..--l~ 「

聞
に
亙
っ
て
比
叡
山
東
塔
及
び
横
河
に
滞
在
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
写
生
文
『
叡
山
詣
』
に
詳
し
く
、
ま
た
小
説
『
風
流
機
法
』
が
横
河
で
の
経
験
を
も
と

に
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
虚
子
の
比
叡
山
滞
在
は
前
記
の
如
く
三
月
で
あ
っ
て
、
時
鳥
が
暗
こ
う
筈
も
無
い
の
で
あ
る
が
、
虚
子
に

と
っ
て
深
く
印
象
さ
れ
て
い
た
比
叡
山
の
景
に
時
鳥
の
暗
く
様
を
想
像
す
る
こ
と
位
は
何
の
造
作
も
無
い
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

例
え
ば
「
急
な
石
段
を
登
る
と
文
珠
楼
が
杉
の
老
木
の
中
に
建
っ
て
居
る
」
（
『
叡
山
詣
』
根
本
中
堂
）
、
「
蝶
床
を
出
て
歯
磨
楊
枝
を
使
ひ
な
が
ら
湖
水
の

見
え
る
部
屋
に
行
っ
て
見
る
：
：
：
湖
水
と
思
は
る
斗
辺
は
雲
許
り
で
何
も
見
え
ぬ
。
富
士
の
頂
上
か
ら
雲
海
を
見
下
ろ
し
た
の
と
似
た
景
色
だ
。
部
屋
の
下
は

東
谷
に
な
っ
て
居
る
の
で
我
が
眼
よ
り
梢
々
高
く
稿
々
低
く
数
知
れ
ぬ
杉
の
梢
が
鉾
の
や
う
に
突
立
っ
て
居
る
：
：
：
琵
琶
湖
の
上
に
は
ま
だ
漠
々
た
る
白
雲
が

漂
う
て
居
る
。
杉
の
梢
を
流
る
ふ
霞
は
少
し
づ
L
薄
ら
い
で
来
て
だ
ん
だ
ん
と
谷
深
く
見
え
て
来
る
」
（
『
叡
山
詣
』
鳥
の
聾
）
に
は
B
・
C
の
句
の
背
景
と
な

る
比
叡
山
の
景
が
記
さ
れ
て
い
る
。

D
の
句
は

C
の
句
の
改
作
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
C
の
句
の
「
叡
山
」
の
語
が
少
々
具
体
的
過
ぎ
る
と
考
え
て
か
、
「
叡
山
」
と
言
わ
ず
に
「
叡
山
」
を
表



わ
す
も
の
と
し
て
「
我
立
柏
」
の
語
を
着
想
し
た
（
慈
円
の
「
お
ほ
け
な
く
浮
世
の
民
に
お
ほ
ふ
か
な
わ
が
た
つ
柚
に
墨
染
の
袖
」
に
よ
る
か
）
訳
だ
。

E
の
句
も
、
や
は
り
比
叡
山
の
印
象
に
よ
る
。
「
面
白
い
の
は
色
々
の
苔
の
あ
る
事
だ
。
葉
の
慶
い
の
も
あ
る
。
者
の
よ
う
な
の
も
あ
る
。
高
い
枝
か
ら
ぶ

ら
下
っ
て
居
る
の
も
あ
る
。
切
株
か
ら
舞
上
っ
て
ゐ
る
の
も
あ
る
。
彰
の
大
木
も
櫓
の
大
木
も
土
も
石
も
悉
く
苔
に
包
ま
れ
て
居
る
。

一
つ
の
苔
の
上
に
他
の

苔
が
生
え
て
居
る
。
白
い
苔
の
下
に
黒
い
苔
が
食
み
出
し
て
居
る
。
北
谷
は
苔
許
り
で
出
来
て
ゐ
る
や
う
だ
。
」
（
『
叡
山
詣
』
賑
や
か
な
る
山
上
）
の
一
文
か

ら
も
虚
子
に
と
っ
て
比
叡
山
の
「
苔
」
が
印
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

B
・
C
－

D
と
比
叡
山
の
記
憶
を
辿
り
な
が
ら
句
作
し
て
来
た
虚
子
の
連
観
が

「
苔
」
に
及
ぶ
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

F
の
句
で
は
、

E
の
句
中
の
「
沓
」
を
軸
と
し
て
連
想
が
展
開
し
て
行
く
。
「
苔
の
石
段
」
を
踏
ん
で
来
た
「
沓
」
は
、
い
つ
し
か
講
堂
の
前
に
揃
え
ら
れ

た
も
の
と
な
り
講
堂
か
ら
退
出
し
て
来
た
人
物
に
よ
っ
て
履
か
れ
る
。
「
露
撃
和
尚
の
案
内
で
大
講
堂
の
内
陣
に
道
入
っ
て
見
る
。
中
堂
よ
り
は
明
る
い
が
其

記
事
か
ら
僅
か
二
行
（
『
定
本
高
浜
虚
子
全
集

で
も
暗
い
。
本
尊
は
文
珠
で
、
其
の
左
右
に
高
座
が
あ
る
」
（
『
叡
山
詣
』
賑
や
か
な
る
山
上
）
の
文
は
前
出
「
北
谷
は
苔
許
り
で
出
来
て
ゐ
る
や
う
だ
」
の

第
八
巻
』
一
二
九
頁
）
を
隔
て
て
現
れ
る
も
の
で
「
苔
の
北
谷
」
へ
散
策
に
赴
い
た
虚
子
は
、
そ
の
足
で
大

A
H
v
 

q
4
 

講
堂
を
見
学
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
石
段
の
苔
」
か
ら
「
講
堂
」
へ
の
連
組
は
、
ま
っ
た
く
虚
子
の
一
体
験
に
根
ざ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
B
・
C
・
D
－

E
・
F
の
各
句
に
つ
い
て
内
容
的
脈
絡
は
辿
れ
た
と
恩
わ
れ
る
の
で
、
以
下
同
じ
よ
う
に
原
則
的
に
考
え
ら
れ
る
句
作
順
序
に

従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
内
容
を
検
討
し
つ
つ
作
句
過
程
を
考
察
す
る
。

K
・
L
・
M
の
三
句
に
つ
い
て
は
比
叡
山
が
、
そ
の
連
想
の
基
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
し
か
し
「
此
山
や
」
「
三
宝
の
」
の
語
か
ら
は
、
や
は

り
比
叡
山
乃
至
高
野
山
（
虚
子
は
明
治
四
十
年
五
月
、
高
野
山
に
も
赴
い
て
い
る
）
の
よ
う
な
場
所
の
記
憶
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

N
以
下
の
句
が
小
さ
い
字
体
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
紙
幅
の
残
余
を
考
慮
し
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

N
の
句
は
「
貴
船
の
鳥
居
」
の
語
か
ら
、
い
つ
の
こ
と
と
は
定
め
ら
れ
ぬ
も
の
の
京
都
に
於
け
る
記
憶
に
よ
る
句
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

P
の
句
は
次
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
初
案
「
冷
た
き
井
一
戸
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
「
山
の
井
」
と
改
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
周
囲
の
景
へ
の
広
が
り
が



与
え
ら
れ
、
且
つ
「
冷
た
い
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
は
一
句
が
浅
く
な
る
、
即
ち
説
明
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
為
で
あ
ろ
う
。

O
の
句
は
、

Q
以
下
の
句
が
記
さ
れ
た
後
の
あ
る
時
点
で

P
の
句
の
改
作
と
し
て
案
じ
ら
れ
た
為
に
非
常
に
小
さ
な
字
体
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

P
に
ひ
き
続
い
て
案
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば

P
の
左
側
に
記
す
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

O
の
句
で
は
「
僧
集
ふ
か
な
」
と
あ
っ
た
も
の
を
「
夜

吸
ふ
僧
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
僧
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
僧
の
姿
態
が
、
よ
り
適
確
に
表
現
さ
れ
、
ま
た
一
句
中
の
時
刻
が
提
示
さ
れ
た
。

Q
以
下
の
句
が

時
間
を
夜
と
定
め
て
い
る
こ
と
の
影
響
が
、

P
か
ら
O
へ
の
改
作
に
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

Q
の
句
は
時
刻
を
夜
と
想
定
し
て
「
星
」
が
詠
み
込
ま
れ
た
。
し
か
し
初
案
の
「
風
答
ふ
」
は
一
句
と
し
て
、
や
や
唐
突
な
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
森

黒
し
」
と
改
作
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
あ
き
ら
か
な
る
星
」
と
対
称
的
に
「
暗
い
森
」
の
輪
郭
が
描
か
れ
、
時
鳥
の
甲
高
い
声
の
み
が

閣
を
移
動
し
て
行
く
さ
ま
が
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

R
の
句
に
至
っ
て
も
、
夜
の
印
象
は
な
お
も
続
い
て
い
る
。
欝
勃
と
湧
き
上
る
夜
の
市
音
を
遥
か
に
見
下
ろ
し
な
が
ら
悠
々
と
駆
り
行
く
時
鳥
が
詠
ま
れ
て

~ 21 -

い
る
訳
だ
が
、
注
意
し
た
い
の
は
こ
の
句
を
詠
む
時
の
視
角
で
あ
る
。
つ
ま
り
市
中
か
ら
上
空
の
時
鳥
を
仰
ぐ
と
い
う
視
角
で
は
「
蹴
落
し
な
く
」
の
表
現
は

無
理
で
あ
っ
て
、
時
鳥
と
同
じ
高
度
か
ら
市
音
を
見
下
ろ
す
視
線
が
必
要
と
な
る
。
市
中
の
喧
騒
に
対
す
る
上
空
の
静
寂
を
把
え
つ
つ
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。
丁
度
比
叡
山
の
山
上
か
ら
京
都
の
街
を
見
下
ろ
す
と
い
う
よ
う
な
視
角
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

S
の
句
に
も
同
じ
視
角
が
あ
る
。
そ
し
て
山
あ
る
い
は
空
の
静
寂
と
街
の
喧
騒
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
於
け
る
、
も
ろ
も
ろ
の
営
み
、
動
き
と
い
っ
た
も
の

を
観
念
的
に
把
え
た
表
現
が
「
動
く
天
地
や
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
R
か
ら
S
へ
は
観
念
的
表
現
へ
の
移
行
と
い
う
脈
絡
で
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

力、

A
の
句
は
半
紙
の
右
端
に
位
置
し
て
は
い
る
が
、
記
さ
れ
た
の
は
S
の
次
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

S
ま
で
記
し
た
後
に
A
の
句
が
案
じ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が

既
に
紙
幅
は
尽
き
て
い
た
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
書
き
は
じ
め
ら
れ
た
B
の
句
の
右
側
に
あ
る
余
白
に
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
的
に
は
、

S
の
句
の

「
動
く
天
地
」
の
語
か
ら
「
森
羅
万
象
」
「
山
川
草
木
」
と
い
っ
た
語
に
よ
る
世
界
把
握
の
方
向
が
辿
ら
れ
、
仏
語
（
虚
子
の
謡
曲
へ
の
理
解
と
い
う
点
を
勘

案
す
れ
ば
直
接
的
に
は
謡
曲
か
ら
と
考
え
る
べ
き
か
）
で
あ
る
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
「
草
木
由
土
有
情
非
情
」
等
の
句
が
想
起
さ
れ
た
の
だ
。
し
か
も



「
皆
活
き
た
り
」
の
旬
形
に
は

S
の
句
に
於
け
る
「
動
く
」
の
語
へ
の
照
応
も
見
ら
れ
、
ま
た
「
草
木
国
土
」
の
語
に
は
帝
都
鎮
護
・
国
家
鎮
護
を
そ
の
重
要

な
役
割
と
し
て
担
う
比
叡
山
延
暦
寺
の
悌
が
揺
曳
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

G
・
H
・
I
・
－
の
各
句
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。

G
・
H
・
I
の
字
体
の
大
き
さ
は

p
・
Q
・
R
等
と
同
じ
程
度
で
あ
る
の
で
原
則
的
に
は

P
・

Q
・
R
等
の
句
に
先
行
し
て
記
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
が
、
半
紙
を
二
ツ
折
り
に
し
て
使
用
し
た
場
合
に
は
折
端
と
い
う
書
き
づ
ら
い
場
所
に
あ
た
る
こ
と
な
、

ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
原
則
通
り
に
は
行
か
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
点
だ
け
を
付
記
し
て
お
く
。

以
上
官
頭
に
述
べ
た
如
く
、
推
論
の
域
を
出
ぬ
の
で
は
あ
る
が
、
全
体
的
に
見
る
と
「
時
鳥
」
の
句
を
案
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
虚
子
は
終
始
比
叡
山
の
印
象

と
い
う
も
の
を
軸
と
し
な
が
ら
連
想
を
働
か
せ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

発
表
過
程

..--~＇→ 

次
に
「
虚
子
出
句
控
」
（
資
料
E
）
に
於
て
成
立
し
た
各
句
の
「
日
盛
会
句
稿
」
（
資
料
I
）
、
「
自
選
類
題
虚
子
句
集
草
稿
」
（
資
料
E
）
、
『
年
代
順
虚
子
俳
句

全
集
』
等
へ
の
発
表
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
が
、
紙
幅
の
関
係
で
表
に
示
す
に
と
ど
め
、
注
記
を
付
す
。

一1
1
I
7
7
7

壬
7
7
7
7
7
f
7
7
F
L
M
L
R一
s
一

句

控

墨

点

二

一

0
一

二

o
二

o

一三
7
二

二

o
一

。

三

二

斗

引

っ

一

ゴ
イ
コ
十
一
ヨ
ヨ
三
一
三
一
「
司
一

i

一

二
亘
二
ι一
互
E
4
E
二
亘
剖
五
二
ー
「
司
「
一

句
控
中
記
号

句

控

朱

点

「
日
盛
会
」

清

記

番

号



収句集」録句年代順虚子「

草類 草類

抄録句蓄：＿散「b誌ホギス［ 選名句者」盛会「日
稿題 稿題

朱句 記句

点集 号集

一 一
イ 松浜 二允

一 。ロ
ナ
シ

一 一 一

。。ノ、 水巴香村ニ允

一
ーー

ナ
シ

一
ホ

一

一
J、、

。。ト

一
水巴 ニ允。チ

一
城東洋。リ 。

。
ヌ

。 ナ
シ。

一、
「
虚
子
出
句
控
」
（
表
中
な
ら
び
に
以
下
「
句
控
」
と
略
記
す
る
）
中
の
句
の
う
ち
、

A
・
M
・
P
－

Q
の
各
句
に
つ
い
て
は
句
形
の
異
っ
た
も
の
が

q
A
V
 

9

－
 

（注記）
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
右
・
中
・
左
の
如
く
区
別
し
て
扱
っ
た
（
資
料

E
参
照
）

一一、
「
句
控
」
墨
点
欄
中
、

G
・
J
・
Q
左
の
各
句
に
は
必
の
印
が
見
え
る
が
、
そ
の
う
ち

G
・
J
の
／
は
ベ
ン
書
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
初
無
か
っ
た
も

の
で
、
後
に
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て

G
・
J
の
／
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば

O
点
は
「
日
盛
会
」
旬
稿
中
の
も
と
の
一
致
す
る
こ
と
と

な
り
、
出
句
す
る
際
虚
子
が
出
句
す
べ
き
句
に
施
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
句
控
」
朱
点
に
つ
い
て
は
意
味
す
る
と
こ
ろ
未
詳
で
あ
る
。

四

「
自
選
類
題
虚
子
句
集
草
稿
」
（
表
中
な
ら
び
に
以
下
「
類
題
句
集
草
稿
」
と
略
記
す
る
）
中
の
記
号
と
「
句
控
」
中
の
記
号
が
そ
の
順
を
一
に
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
類
題
句
集
草
稿
」
は
「
句
控
」
か
ら
抜
き
書
き
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

五、

『
年
代
順
虚
子
俳
句
全
集
』
（
表
中
な
ら
び
に
以
下
『
年
代
順
虚
子
句
集
』
と
略
記
す
る
）
収
録
句
に
於
て
、
「
句
控
」
中
の

S
の
句
は
上
五
を
「
閣
の



中
に
」
と
改
作
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
講
堂
に
僧
集
ふ
時
ほ
と
L

ぎ
す
」
な
る
一
旬
が
『
年
代
順
虚
子
句
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
句
形
及

び
類
似
句
は
そ
れ
以
前
に
無
い
。
強
い
て
考
え
れ
ば
「
句
控
」
中
の

P
及
び

F
の
句
か
ら
合
成
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
が
、
改
作
の
時
期
等
に
つ
い
て
は

未
詳
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

三
点
の
資
料
を
紹
介
し
、
考
察
を
試
み
た
が
、
就
中
「
日
盛
会
句
稿
」
か
ら
は
、
な
お
多
く
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う
。
各
人
が
出

句
だ
け
で
な
く
選
句
を
も
行
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
選
句
稿
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
人
の
是
と
す
る
句
風
を
帰
納
的
に
あ
る
程

度
論
証
す
る
こ
と
も
可
能
か
と
思
う
。
機
会
を
得
て
他
の
資
料
を
も
紹
介
し
つ
つ
本
稿
で
触
れ
得
な
か
っ
た
問
題
も
考
察
し
て
み
た
く
思
っ
て
い
る
。

川
帥


